





































































































































































































































































































国33件，四国 17件，九州 45件，特別会員 21件で，やはり，当然ながら大都
市圏が多L、。性別等では，男 621件，女36件，法人 10件である。証券取引の
主体は，やはりまだ男性が多かったということなのであろうか。商品別では，






(35.0%) ，勧誘 289件 (4.0%)，売買取引 805件(11.0%)，事務処理 716件
(10.0%)，その他3，008件 (41.0%)である。相談の主な内容は，証券取引等に




























































事務処理に関するもの 6件 (9.0%)，その他の紛争が6件 (9，0%)である。勧
誘に関する紛争のうち， I勧誘時の約束違反」が l件 (4周%)， I誤った情報の
提供」が7件 (33.3%)，I説明義務違反J7件 (33.3%)，I断定的判断の提供J1 
件 (4.76%)，I適合性原則の違反J5件 (23.8%)となっている。売買取引に関












































































まず，苦情についてであるが，これは 975件で 12年度より 177件(15.4%)減
となっている。その理由は，下記の相談，あっせんの場合と同様なことが集計
上みてとれる。分類別申立件数は， I売買取引に関する苦情Jが408件と最も











する相談J(15)is 2，703件 (36.5%入 12年度比980件増と引き続きもっとも多く，
構成比では 12年度に比べ， 8.4%増であるし， 05年度当時よりよりかは圧倒的
に増加している。また， I売買取引に関する相談J(16)も1，228件(16.6%)，12年
度比2.4%増， 05年度の 394件よりも大変に多くなっていることが知れる。他
方，勧誘に関する相談は 814件(11.0%)，12年度の 1，481件より 13.1%減であ
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13年度のあっせんの新規申立件数は 12年度比 175件 (52.4%)減の 159件，





















































(1) 小林徹「裁判外紛争解決促進法~ (商事法務， 2005) 44-45頁。この時期の認
証制度について，とくに堀内宏達 ~ADR 認証制度 Q&A~ (商事法務， 2006) 1 
頁以下参照のこと。
(2 ) 証券法制研究会編『逃条証券取引法~ (商事法務研究会， 1995) 551頁。











ンド社， 2003) [井草久男] 649-650頁。
(10) 河本一郎=関要監『三訂版遂条解説証券取引法Jl(商事法務， 2008) 836-837 
頁。
(11) 神田・黒沼・松尾・前掲注(3)[日本証券業協会]55頁。
(12) 神田・黒沼・松尾・前掲注(3)[日本証券業協会]62頁。
(13) 河本=大武=神崎ー前掲注(9)[井草久男]653!'to 
(14) 2005年度のものを含め，これらのデータは，証券・金融商品あっせんセンター
のホームページで公表されている。
(15) r取引制度等に関する質問及び意見のうち主なもの」として， 13年度は「セン
ター業務に関する相談j640件 (8.6%)，r取引制度に関する相談J436件 (5.9%)
などである。ここで"rセンター業務に関する相談」とは，証券・金融商品あっ
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せん相談センターのあっせん制度や取扱う事案等，このセンターの業務に関する
質問・意見のことである。「取引制度に関する相談Jとは，取引制度に関する一
般的な質問・意見のことであり， 13年度には，以下の事例がみられたという。
イ信用取引を始めたいと思っているが，制度の概要や留意点等を教えてもらいた
い，ロFX取引を始めようと考えている，金の先物取引の経験はあるが，先物取
引と仕組みはどう違うのか，ハ証券会社からロシアルーブル建て社債の勧誘を受
けているが.庖頭取引とは何かを教えてほしい，ニ従業員持株会にある株式を売
却しようとしたら，証券会社に口座を開設する必要があるといわれた，本当に口
座開設が必要か教えてほしい，ホ(消費生活センターからの照会)学生では証券
口座は開設できないのか，などがあったという。
(16) i売買取引に関する質問および意見のうち」でもっとも多いのが「売買に関す
る一般的相談」であるが，そのなかでは以下のような事例がみられる。1.仕組
債の勧誘を受けて購入を応諾したが，資料を改めて読み直したところ不安になっ
てきた， 2. (80歳の父の件)判断能力が落ちてきたので，子供が本人に代理して
株式を売ることはできるか， 3.信用取引で強制決済されてしまった，電話やメー
ルによる通知がなかったことが納得がいかない， 4.保有している株式を売却す
るにはどうしたらよいか教えてほしい， 5.インターネット証券で初めて株式取
引を行うが， トレード画面からの発注方法を教えてほしい，であったという。
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